
平成 26 年 10 月 29 日

広 域 医 療 局

危険ドラッグ対策に係る国への提言等について

１．「危険ドラッグ対策の充実強化」に関する国への提言について

第４９回関西広域連合委員会（26年 9月 23日）において取りまとめられた
「危険ドラッグ対策の充実強化」に関する国への提言について，次のとおり

実施した。

(1) 内閣府 赤澤 亮正 内閣府副大臣

平成 26年 10月 7日（火） 午前 10時 30分～ 10時 45分

(2) 厚生労働省 橋本 岳 厚生労働大臣政務官

平成 26年 10月 7日（火） 午後 4時 45分～午後 5時

【提言項目】

・新たな観点に立った「効果的な規制手法」の確立

・「危険ドラッグ非常事態宣言」など社会意識の醸成に向けた強力な啓発

・水際対策の強化

・危険ドラッグ検査体制の充実

・違反に対する厳格な処分の実施

２．「衆議院厚生労働委員会・参考人質疑」について

衆議院厚生労働委員長から，「厚生労働関係の基本施策に関する件（危険ドラッ

グ対策）」について，参考人としての出席依頼があり，次のとおり対応した。

・日 時 平成 26年 10月 17日（金） 午前 9時 30分～午後 0時

・場 所 衆議院厚生労働委員会

衆議院分館 3階 第 16委員室

・出席者 関西広域連合 広域医療担当委員 飯泉嘉門（徳島県知事）

・質疑内容 厚生労働関係の基本施策に関する件（危険ドラッグ対策）

資料５


